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表彰式の様子。前列右が能登谷さん。後列が入賞したみなさん
(お名前は広報あきた９月３日号６㌻に掲載しています)

　

65
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
、
10

月
か
ら
２
月
末
ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

秋
田
市
と
契
約
し
た
県
内
の
医
療
機

関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎(

８
８
３)

１
１
７
９

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
５
５
８
１

対
象
▼

秋
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

次
の
①
か
②
に
該
当
す
る
か
た

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
か
た

②
接
種
日
に
60
〜
64
歳
で
、
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
障
が

い
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
が
い
が
あ

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お

持
ち
の
か
た(

２
つ
以
上
の
障
が
い

が
重
複
す
る
場
合
、
右
記
部
位
の

個
別
の
等
級
が
１
級
で
あ
る
こ
と)

持
ち
物
▼

健
康
保
険
証
。
対
象
②
の
場

合
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し(

氏
名

･

障
が
い
名･
等
級
が
分
か
る
部
分)

も

接
種
料
金
▼

医
療
機
関
ご
と
に
異
な
り

ま
す
の
で
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

◆
課
税
世
帯
の
か
た

　

医
療
機
関
で
の
接
種
料
金
か
ら
、
市

助
成
額
２
千
603
円
を
差
し
引
い
た
額

◆(

世
帯
員
全
員
が)

非
課
税
世
帯
の
か
た

　

医
療
機
関
で
の
接
種
料
金
か
ら
、
市

助
成
額
３
千
203
円
を
差
し
引
い
た
額

　

…
予
防
接
種
用
の
所
得･

課
税
証
明

書(

※)

を
、
接
種
日
に
医
療
機

関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

※
総
合
窓
口(

市
役
所
１
階)

、
市
民
税
課

(

市
役
所
２
階)

、
各
市
民
Ｓ
Ｃ(

中
央

･

東
部･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ

Ｃ
、
岩
見
三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡
所

で
発
行
し
ま
す
。｢

予
防
接
種
用｣

と

伝
え
る
と
無
料
で
発
行
し
ま
す
。

◆
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
か
た

　

無
料
。｢

医
療
の
し
お
り｣

が
必
要

予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
か
た

▼

接
種
当
日
、
37･

５
℃
以
上
の
熱
が

あ
る

▼

重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る

▼

予
防
接
種
の
接
種
液
の
成
分
に
よ
っ

て
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー(

ア
レ
ル
ギ
ー

反
応)

を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

▼

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
よ

り
、
２
日
以
内
に
発
熱
、
全
身
性
発

疹
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
た

▼

医
師
が
不
適
当
だ
と
判
断
し
た
と
き

　

小
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
老
人

保
健
福
祉
月
間
標
語
の
表
彰
式
を
、

８
月
31
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
能
登
谷
怜

生
さ
ん(

日
新
小
４
年)
は
、｢
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が
お
互

い
に
優
し
い
気
持
ち
で
、
も
し
困
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
た
い｣

と
の
思
い
を
込
め
て
標
語
を
作
っ
た
と

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
コ
イ
ン
バ
ス
は
、
高
齢
者

の
外
出
促
進
、
社
会
参
加
と
生
き
が

い
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、｢

コ

イ
ン
バ
ス
資
格
証
明
書｣

を
提
出
す
る

と
、
秋
田
中
央
交
通
の
市
内
路
線
な

ど
が
１
乗
車
100
円
で
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。

　

な
お
、
ご
利
用
に
な
る
に
は
、
本

人
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。
代
理

人
に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　

満
65
歳
以
上
の
か
た

申
請
開
始
日　

誕
生
日
の
前
日
か
ら

申
請
窓
口(
平
日
の
み)

長
寿
福
祉
課(
市
役
所
２
階)

、
各
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー(

中
央･

東
部･

南

部
別
館
を
除
く)
、
岩
見
三
内･

大
正

寺
の
各
連
絡
所
、
駅
東
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

必
要
書
類

①
顔
写
真(

縦
４
㌢
×
横
３
㌢)

▼

１
年

以
内
に
撮
影
し
た
、
帽
子
や
サ
ン

グ
ラ
ス
が
な
く
鮮
明
に
写
っ
て
い

る
も
の

②
身
分
証
明
書
▼

運
転
免
許
証･

健
康
保

険
証･

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

　

長
寿
福
祉
課
☎(

８
８
８)

５
６
６
６

令
和
３
年
度 

老
人
保
健
福
祉
月
間
標
語
最
優
秀
作
品

世
代
超
え 

広
が
る
優
し
さ 

思
い
や
り

９月は老人保健福祉月間です９月は老人保健福祉月間です

65
歳
以
上
の
か
た
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

１
乗
車
100
円
♪

高
齢
者
コ
イ
ン
バ
ス

＊＊ SC＝サービスセンター



　広報あきた　2021年９月17日号５

まちづくりの目標

■多様な生活サービス施設や
住居などがまとまって立地
し、地域住民が公共交通など
で、各施設などを容易に利用
することができます

■拠点間を、円滑に移動でき
る道路網や公共交通が確保さ
れていると、拠点間の連携･
交流が活発化します

■拠点となる地域に都市機能や
開発を計画的に誘導集約する
ことで、将来にわたり財政面
･経済面において、持続可能
な都市づくりを進められます

①市民生活を支える持続可能な
　多核集約型コンパクトシティの形成

②環境の保全･創造による低炭素型まちづくり
③多様な資源をいかした緑豊かな都市環境の形成
④安全･安心な暮らしを守る生活環境の形成

めざすべき将来の都市構造

(イメージ図)

放
射
道
路
＝
環
状
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
す
る
道
路

分
散
導
入
路
＝
環
状
道
路
と
連
絡
し
、
交
通
量
の
分
散
を
図
る
道
路

多核集約型
コンパクトシティとは

　

両
計
画
は
、
都
市
計
画
課(

市
役

所
４
階)

で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

▼
第
７
次
秋
田
市
総
合
都
市
計
画

…
広
報
ID
番
号 

１
０
２
９
７
６
４

▼
第
４
次
秋
田
市
国
土
利
用
計
画

…
広
報
ID
番
号 

１
０
２
９
７
６
５

第
７
次
秋
田
市
総
合
都
市
計
画
／
第
４
次
秋
田
市
国
土
利
用
計
画

■
秋
田
市
総
合
都
市
計
画
■
■

　

総
合
都
市
計
画
は
、
都
市
計
画

法
に
基
づ
き
、
秋
田
市
の｢

都
市
計

画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針｣

を
定

め
る
も
の
で
、
お
お
む
ね
20
年
後

を
目
標
に
、
秋
田
市
が
め
ざ
す
将

来
都
市
像
の
実
現
を
図
る
た
め
に

必
要
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
示
す
計
画
で
す
。

　

第
７
次
と
な
る
新
た
な
計
画
で

は
、
人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
、

社
会･

経
済･

文
化･

自
然
環
境
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
、
市
民

の
暮
ら
し
を
守
り
、
豊
か
さ
を
実

感
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地

利
用
や
交
通
体
系
な
ど
の
各
種
方

針
を
定
め
て
い
ま
す
。

■
秋
田
市
国
土
利
用
計
画
■
■

　

国
土
利
用
計
画
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
き
、
秋
田
市
の
区

域
に
お
け
る
国
土
の
利
用
に
関

し
、
長
期
に
わ
た
り
適
正
な
土
地

利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
、
土
地
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
利
用
を
図

る
た
め
の
指
針
に
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

問
い
合
わ
せ

　　

｢｢

秋
田
市
総
合
都
市
計
画

秋
田
市
総
合
都
市
計
画｣｣
とと｢｢

秋秋

田
市
国
土
利
用
計
画

田
市
国
土
利
用
計
画｣｣

は
、
と
も
に

は
、
と
も
に

秋
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

秋
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

重
要
な
計
画
で
す
。

重
要
な
計
画
で
す
。

　

お
互
い
に
関
連
が
深
い
こ
と
か

　

お
互
い
に
関
連
が
深
い
こ
と
か

ら
、
今
年
６
月
、
ど
ち
ら
も
基
本

ら
、
今
年
６
月
、
ど
ち
ら
も
基
本

理
念
を

理
念
を｢｢

暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
次
世

暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
次
世

代
に
つ
む
ぐ

代
に
つ
む
ぐ  

持
続
可
能
な
活
力
あ

持
続
可
能
な
活
力
あ

る
都
市

る
都
市｣｣

と
定
め
、
一
体
的
に
新
た

と
定
め
、
一
体
的
に
新
た

な
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

な
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

　

こ
こ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
や
将
来
の
都
市
構
造
な
ど
、〝
め

標
や
将
来
の
都
市
構
造
な
ど
、〝
め

ざ
す
べ
き
都
市
の
姿
〟
の
概
要
を

ざ
す
べ
き
都
市
の
姿
〟
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

秋田市がめざす将来の都市構造
｢多核集約型コンパクトシティ｣

将来都市構造図

秋
田
港

秋
田
港

羽後羽後
牛島駅牛島駅

桂
根
駅

桂
根
駅

下
浜
駅

下
浜
駅

新屋新屋
地区地区

四ツ小屋四ツ小屋
　　　駅　　　駅

秋
田
自
動
車
道

秋
田
自
動
車
道

日
本
海
沿
岸

日
本
海
沿
岸

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

和田駅和田駅

大張野駅大張野駅

雄和雄和
妙法地区妙法地区

＊
図
面
は
簡
略
化
し
て
い
ま
す
。

上
飯
島
駅

上
飯
島
駅

泉外旭川駅泉外旭川駅

秋田空港秋田空港

秋田秋田
新都市新都市
地区地区

河辺河辺
和田地区和田地区

都心･中心市街地

地域中心

＝交通結節点

＝国道･県道など

＝環状道路
＝放射道路

＝分散導入路

＝交通結節点
   アクセス路

追分駅追分駅

秋田駅東秋田駅東
地区地区

土崎土崎
地区地区

土崎駅土崎駅

持
続
可
能
な
活
力
あ
る

持
続
可
能
な
活
力
あ
る

都
市
を
め
ざ
し
て

都
市
を
め
ざ
し
て

新屋駅新屋駅

秋田駅秋田駅
都心･都心･
中心市街地中心市街地


